
2022 年度 関東支部運営委員会（第 4 回） 議事録 

 
日 時 ： 2 0 2 3 年 2 月 2 4 日 （ 金 ） 1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0 会 場 ： J G S 会 館 + Z O O M

支 部 長 菊池  喜昭 ○ 副支部長 小林 賢太郎 × 副支部長 
発表会 G リーダー 峯 岸  邦 夫 ◎

副 支 部 長 佐 原  守 ◎ 副支部長 栃 本  泰 浩 ○ 支部監事 吉 田  潔 × 

支 部 監 事 海野  寿康 × 幹 事 長 桑 野  玲 子 ○ 副幹事長 立 石   亮 ○

副 幹 事 長 金田  一広 ○ 
山梨県Ｇ

後 藤  聡 ×
茨城県Ｇ 

松 島  亘 志 ×リーダー幹事 リーダー幹事 
栃 木 県 Ｇ 

西村  友良 × 
群馬県Ｇ

関   崇 夫 ×
神奈川県Ｇ 

早 野  公 敏 ×リーダー幹事 リーダー幹事 リーダー幹事 
千 葉 県 Ｇ 

若月  洋朗 ◎ 
埼玉県Ｇ

内 村  太 郎 ◎
研究委員会Ｇ 

伊 藤  和 也 ◎リーダー幹事 リーダー幹事 リーダー幹事 
会 員 SＧ 

三上  武子 ◎ 
会員 SＧ

山 中  光 一 × 副支部長代理 小 松  輝 男 ◎リーダー幹事 リーダー幹事

本部連絡幹事 山田  祐樹 △ 栃 木 県 Ｇ
代 理 大 野  孝 二 ◎ 事 務 局 青木 美智子 ○

○：出席（JGS）予定，◎：出席（ZOOM）予定，×：欠席予定，△：遅刻予定，空欄：未定 

 

１.前回議事録等の確認 

・2022 年度第 3 回運営委員会議事録（12/15） 【別紙－ 1】

・2022 年度第 4 回企画総務グループ幹事会議事録（2/3） 【別紙－ 2】

→桑野幹事長から説明があり、各自確認していただくこととなった。  

 

２.最近のスケジュール 

・2022 年度第 2 回商議委員会：2023 年 3 月 15 日（水）JGS 会館+ZOOM           【別紙－ 3】

              （2022 年度事業報告・2023 年度事業計画・予算・名簿案 他） 

→桑野幹事長から説明があった。2022 年度の活動報告と、2023 年の活動計画、役員案などの承認と

予算案の説明をする予定。役員は支部長、副支部長、幹事長、副幹事長の出席とする。 

・2022 年度第 3 回商議員会  ：2023 年 4 月○日予定 書面会議（2022 年度決算報告） 

→2023 年 4 月 12 日～4 月 18 日 書面会議：E-投票システムでの開催とする 

・令和 5 年度関東支部通常総会：2023 年 4 月 25 日（火）書面会議         【別紙－ 4】

→桑野幹事長から説明があった。 

・特別講演会「既存杭の撤去・埋戻しと新設杭の設計・施工」：2023 年 4 月 25 日（火） 

講師：桑原文夫氏 (パイルフォーラム) ZOOM ウェビナー              【別紙－ 5】

→2022 年度の活動報告と、2023 年の活動計画、役員案、予算案の説明をする予定。桑原先生から非

会員の方の参加も認めてほしいとのことで承認された。非会員の方に杭の委員会の本の購入を勧

めたいとのこと。講演時間は１時間で全体では１時間３０分くらいとする。質問などの対応は桑原

先生と相談する。CPD に関してはアンケートの回答があった人に付与する方向で行う。非会員の

方には入会を勧めるような文面も考える。 

・第 20 回地盤工学会関東支部発表会 GeoKanto2023：2023 年 11 月 22 日（水）開催予定 

 会場 国立オリンピック記念青少年総合センター 

→桑野幹事長から説明があった。 

 

３.本部・他支部に関する連絡・報告・検討依頼事項 



報告   

(1) 1/12〆切：令和 4 年度名誉会員推挙候補者の推薦依頼（提出済） 【別紙－ 6】

 →桑野幹事長から説明があった。喜内様、若松先生、畑中先生の推薦を行った。  

(2) 1/31〆切：楽楽精算に関するアンケートのお願い（提出済） 【別紙－ 7】

 →桑野幹事長から説明があった。現在の業務量より多くなり、また他支部の個人情報が見られる

ことなどから使い勝手がよくないと回答している。 

(3) 2/6〆切：令和 5 年度支部「事業計画案」提出についてのお願い（提出済） 【別紙－ 8】

 →桑野幹事長から説明があった。例年通りの計画。  

(4) 令和 4 年度永年にわたる正会員への感謝状贈呈について（2 月末本部より依頼予定） 

→青木事務局員から 70 歳以上かつ会員歴 30 年以上の方が表彰対象との説明があった。 

(5) 令和 4 年度特別会員表彰について（2 月末本部より依頼予定）  

 →青木事務局員から、長年会員として継続されている特別会員は、支部総会で表彰しているが、

コロナ禍で賞状は郵送、支部総会議案の記載のみの対応である旨、説明があった。 

(6) 訃報 元会長、名誉会員、功労章受章 三木 五三郎 様 (102 歳) 

検討   

(7) 「地盤工学会誌」2023 度読者モニター推薦のお願い（2 月末本部より依頼予定）  

 →桑野幹事長から説明があった。本部から依頼が来る予定で、関東支部は 35 名程度。2 期、通常

お願いするが、不足あれば役員の方にお願いしている。読者モニターをすると CPD の付与があ

る程度。アンケート結果の公表があるか、何かメリットかなどを明確にしてほしい。菊池支部長

から学会賞の投票ができるか、学会誌での結果発表があるか、など規定を聞いてもよいのではない

か。＊特典：年 12 号の半数以上に回答いただいた場合は、G-CPD ポイントが付与。 

（10 ポイント／年）。 

(8) 「地盤工学会誌」支部編集委員について（2 月末本部より依頼予定）  

 →桑野幹事長から説明があった。企画総務の方にお願いしている。  

 

４．支部からの周知・連絡・検討事項 

報告   

(1) 2023 年度名簿案                            【別紙－3】参照

 →桑野幹事長から説明があった。 

(2) 2022 年度地盤工学会関東支部賞技術賞 

「厚さ 2ｍｍの極薄供試体を用いたベントナイトの膨潤・透水特性評価試験技術の開発」 

 王海龍氏・伊藤大知氏（早稲田大学） 

 →桑野幹事長から説明があった。 

(3) 支部規程の変更について 【別紙－ 9】

 →桑野幹事長から説明があった。現在本部での予備審議中。  

 本部理事会予備審議から商議員会、支部総会、本部理事会本審議を経て変更手続きが完了とな

る。2024 年の支部総会からの運用予定。 

(4) 2022 年度予算執行状況について（1 月末現在） 【別紙－10】

 →青木事務局員から説明があった。支部交付金が予定通りとなれば黒字決算となる。コロナ禍 

とのこともあり活動費がないところも多い。山梨県グループは会員が少ないとのことで、 



山梨大学のみの活動になることが多いが、学生主体の活動でもよいし、他県との共同でもよい。

毎年活動しないという状況を改善する方向にしたい。 

検討   

(5) 支部長公募…1 件 【別紙－11】

 →桑野幹事長から説明があり、東畑先生から応募があった。  

(6) 群馬の地盤オンデマンド価格について 【別紙－12】

 →青木様から説明があった。印刷代値上がりのため、会員価格 8,000 円、非会員価格 8,500 円と

したい。承認された。 

(7) 正垣孝晴先生著：日本の近代化遺産についての書籍紹介 【別紙－13】

 →桑野幹事長から説明があった。関東支部の書籍ではないのでメール配信や HP での登録はでき

ないとのことで、本部の書評で対応することにした。（末岡様が書評を書いていただけるとのこ

と） 

(8) 埼玉県被災宅地危険度判定士の登録について 【別紙－14】

 →埼玉県グループリーダー幹事の内村先生から埼玉県グループ幹事に情報共有済。埼玉県地質調

査業協会にも同様の案内が来ており、貴協会会員へ連絡済との事。 

(9) 関東大震災 100 周年関連行事について 【別紙－15】

 →桑野幹事長から説明があった。企画総務 G からジオ関東内での特別セッションとして講演会 

を企画していたが、顧問会から市民向けの講演会も企画したらどうか、との提案があった。 

文京区と共催をして行う方向で検討した。講師の先生は、安田先生、龍岡先生、國生先生にお願

いする。新支部長と菊池支部長と今後相談していく予定。 

 

５．メール審議決定事項 

(1) なし 

 

６．開催結果，進捗状況の報告（前回運営委員会以降，開催分を記載） 

(1) 1/26 共催：（一社）関東地質調査業協会埼玉県支部・埼玉県地質調査業協会 

「令和 4 年度 技術講演会」参加者：約 130 名【開催済】 

 

７．グループ別の実施計画・進捗状況・その他報告事項 【別紙-3】参照 

(1) 会員サービスグループ 【別紙－】

 → 三上幹事から説明があった。語り部会（國生先生）、ソイルストラクチャーコンテスト、 

ジオ関東での語り部会（龍岡先生）を実施した。来年度のジオ関東での語り部会と関東大震災講

演会の調整をお願いしたい。 

(2) 茨城県グループ 【別紙－】

(3) 栃木県グループ 【別紙－】

 →大野幹事から説明があった。見学会を２回実施した。  

(4) 群馬県グループ 【別紙－】

(5) 山梨県グループ 【別紙－】

(6) 千葉県グループ 【別紙－】

 →若月幹事から説明があった。見学会と講演会を実施した。  



(7) 埼玉県グループ 【別紙－】

(8) 神奈川県グループ 【別紙－】

(9) 研究委員会グループ 【別紙－】

 →伊藤先生から説明があった。  

(10) 支部発表会グループ 【別紙－】

 →桑野幹事長から説明があった。  

 

８．その他 

（1）退会届 

・東京ガス(株) 基盤技術部 次世代技術研究所 4 級［退会理由：個人会員に移行したため］

→後日、担当者から、個人会員への移行手続きはしていない旨のご連絡があった。 

（2）新入会 

・なし 

（3）級変更 

・基礎地盤コンサルタンツ(株) 4 月より 1 級から特級へ変更 

・中央開発(株)         4 月より 2 級から特級へ変更 

・鹿島建設(株) 東京土木支店  4 月より 4 級から特級へ変更 

・鹿島建設(株) 技術研究所   4 月より 1 級から特級へ変更 

・東京大学土質・地盤研究室  4 月より 4 級から 3 級へ変更 

→桑野幹事長から説明があった。級の変更に関して支部長から御礼の手紙を出している。 

特別会員に関しての会員サービスについて考えた方がよい。支部として本部の特典に加えて何か

別の特典を加えることは可能なのか？ 

まずは現状を確認して、支部から本部に何が提案できるかまとめる必要がある。 

（4）次回打合せ：2023 年  月  日（ ）（前年度は 7月 9 日の開催） 

→次回は新年度の体制にて開催予定。 

 

 


